
－ 農の雇用事業による取組事例 － 

岩手県紫波町 農事組合法人水分農産 
 

  

（農）水分農産の概要 

【設  立】 平成８年８月 

【代表者 】西田 守 

【売上】１２，５００万円 

【事業内容】米、小麦、そば、野菜の生産・販売 

【経営面積】水稲６０ha、小麦・そば３０ha、 
        野菜６ha 

【主要取引先】ＪＡ岩手中央、盛岡卸売市場 

【従業員数】正社員１０人、パート１４人 

【所在地 】岩手県紫波町小屋敷字四方田139-1   

 

【研修概要】 

・研修１年目は、各分野の作業を経験させ、農業の基礎知識を習得させます。 

・研修２年目は、得意分野を掘り下げて栽培技術の向上を図ります。 
 

【雇用就農者の定着に向けた特徴的な取組】 

・研修生の就農意欲と作物栽培へのチャレンジ精神を全面的に支援するため、入社時点で栽培 

 したい作物の希望をきちんと聞くようにし、入社後は担当する作物の栽培について、専門知識を

得られるまで指導を徹底します。研修生が失敗をしたとしても、成功するまで周りでフォロ－しま

す。 

・毎日の朝礼での作業状況の確認や情報の共有、各従業員との自由な意見交換を通じて、風通

しの良い職場及びチームワークづくりに努めています。 

・年２回の賞与を支給するなど、雇用環境の向上にも力を入れています。 

・役場やＪＡ主催の各セミナー・研修会や商工会主催の異業種交流会にも積極的に参加させて 

 います。 

・町の産業祭りや他のイベントにも参加し、地域の住民と交流を深めています。 
 

【雇用就農者の定着に向けた今後の取組】 

・健康第一の観点から、有給休暇を計画的に取得させるようにします。 

 研修生のチャレンジ精神を全面的に支援し、失敗をしたとしても成功するまで周りがフォロー。 
 

 毎日の朝礼で作業状況等を共有することにより、風通しの良い職場及びチームワークづくりを実践。  

研修・人材育成の取組内容 

農の雇用事業でのOJT（２年） 

キャリアプランイメージ 

農場長（５年～１０年目） 

研修指導者と研修生

が一緒に写った写真

を挿入 
・農業技術の基礎固め 
・研修会等で専門知識を高める 

部門責任者（３年～４年目） 

・作物の総合管理 
・播種～販売計画の策定 

・農場全般の管理、経営計画策定 
・販路拡大、人材育成 


